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日
0
m
l
"
荏
砂
恥

国
宝
、
約
＼
万
点
こ
．
，

・
ヘ7年
三
月
、
国
の
足
而
審

．
議
会
に
よ
る
国
宝
・
重
要
文
。

化
財
指
定
の
答
申
に
よ
り
、

沖
ノ
．
島
か
ら
出
土
し
ぶ
た
鏡

も

.. 

や
装
身
具
、
金
銅
製
馬
具
、

武
器
、
武
具
、
土
器
な
ど
の
他
・

・
宝
約
ず
一
万
4
千
点
が
、
．
既
に

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
‘

「
宗
像
大
社
沖
津
宮
祭
祀
遺

跡
出
土
油
」
に
統
合
．
追
加

指
定
さ
れ
、
直
瑣
時
代
ー
平

安
時
代
初
期
（
四
世
紀
後
半

~
十
世
祀
初
頭
）
の
沖
ツ
島

祭
祀
遺
跡
出
士
品
全
B
が
一
．

括
国
宝
J
ぜ
為
運
び
ど
な
・

.
9

た

．
り
、
話
題
を
呼
ん
だ
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
»

・
ペ
ハ
月
九
日
付
の
”
『

m
叡
』

[
I
方
第
一
｀
三
二
号
に
お
け

二
る
告
示
に
よ
り
、
こ
の
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
土
品
の
国
宝
二
括

．
ヽ

i
指
定
が
正
式
に
決
定
し
た
。
こ
の
慶
事
を
迎
え
て
、
長
年
に
わ
た

『
り
国
宝
一
括
指
定
の
実
現
に
努
め
て
き
た
当
大
社
職
員
や
関
係

一
者
ら
は
喜
び
に
沸
い
て
い
る
。

0
.

一
沖
ノ
島
は
太
古
よ
り
人
々
か
ら
崇
め
ら
れ
て
き
た
聖
な
る

9·‘ 
ヽ
”

“
塁
、
島
の
中
腹
に
は
沖
津
宮
が
鎮
座
す
る

5
元

む
な
か
た
の
き
み

来
、
「
胸
形
君
」
を
は
じ
く
め
と
す
る
在
地
の
人
々
の

篤
い
信
仰
の
下
に
あ
っ
た
が
、
古
墳
時
代
（
平
安

二
時
代
初
期
に
か
け
て
は
、
社
殿
の
周
り
に
広
が
る

巨
岩
群
の
各
所
に
お
い
て
、
大
和
王
権
に
よ
る
大

規
模
な
＇
国
家
的
祭
祀
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
姿
を
物

語
る
宗
像
大
社
沖
津
宮
祭
祀
遺
跡
（
沖
ノ
島
祭
祀
．

迫
跡
）
か
ら
は
、ヽ

昭
和
二
十
九
年

か
ら
昭
和
四
十
｀

土
ハ
年
ま
て
Q
学

術
調
査
に
よ
っ

て
、
当
時
の
海
外

し
交
流
や
宮
廷
皐

祀
を
顕
著
に
示

4
 

ー
す
．
国
内
外
の
紀

品
が
豊
富
に
発

見
さ
れ
て
い
る
ク

-
[
 

・
沖
ノ
需
｀
、
「
海
の

宗

[ 

つきなみ

1 毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時
高宮祭

第二宮・第三宮祭
引き続き

宗像護国神社

月命日祭(1日）
巡拝(15日）

午前 11 時～

総社祭

浦安舞奉納(1日）

豊栄舞奉納 (15 日）

7月祭事暦

|21 日中津宮七夕揮憂会
午前9時

於＝筑前大島中津宮

|31 日夏越の大祓神事
午後5時

於＝神門前

引き続き夏越祭

於＝本殿

当
大
社
で
は
、
沖
・
中
・
辺
津
宮

の
三
宮
そ
れ
ぞ
れ
に
御
神
水
が
湧

き
出
て
い
る
が
、
最
近
「
水
取
り
」

に
来
ら
れ
る
方
を
よ
く
お
見
か

け
す
る
。
特
に
、
自
由
に
水
を
汲
む

こ
と
が
で
き
る
大
島
・
中
津
宮
の

あ
め
ま
な
t

「
天
の
真
奈
井
」
は
、
延
命
招
福
の

名
水
と
し
て

T
V

等
で
紹
介
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
休
日
と
も
な
れ

ば
、
島
外
か
ら
も
多
く
の
方
々
が

押
し
寄
せ
て
い
る
▼
健
康
ブ
ー
ム

に
よ
り
、
飲
料
水
の
多
様
化
、
或
い

は
浄
水
器
を
始
め
と
す
る
機
器

の
普
及
、
河
川
の
浄
化
運
動
等
、

水
に
対
す
る
我
々
の
喚
起
は
深
ま

る
一
方
で
あ
る
。
反
面
、
人
間
が
引

き
起
こ
し
た
公
害
環
境
破
壊
問
題

で
も
水
が
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、

深
刻
度
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
▼

昨
年
三
月
つ
い
に
国
連
は
「
私
達

は
過
去
五
十
年
間
で
地
球
の
生

態
系
の
六

0
％
を
消
失
し
た
。
こ

の
ま
ま
あ
と
五
十
年
経
つ
と
地
球

は
回
復
不
可
能
と
な
る

.... 

」
と

四
年
が
か
り
で
調
査
し
た
結
果
を

発
表
し
た
▼
今
日
、
様
々
な
環
境

保
護
施
策
が
盛
ん
に
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
鎮
守
の
杜
は
水
や
空
気

の
浄
化
・
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の

防
波
堤
と
な
っ
て
お
り
、
我
々
の

先
祖
か
ら
受
継
が
れ
た
生
活
の

知
恵
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
進

化
ば
か
り
が
是
で
は
な
い
の
で
は
。

(

T

.

H

)

 

神具・装束

令井

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

い· 電話福岡(Oq2)65_I _q456番
‘]本 店〒600-823l 京都市下京区油小路六粂北入

雷話(075)341-3341 （代）～4番
(0 75)343-3341 番

木組の家 匠の技

燥式会社女江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元 1025 電話(Oq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 



第545号 （第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成18年7月 1 日土曜日咄肇’

呵且鼠岬4這
令，，

'‘‘ -.のを生ャ．淀れの祭·,、‘’一
総含時整がたで祀“· • 

数め・代理達＊—゜あの 、・
茄北：立入調：成五る意．．、
へこ沖：生査·さ、と義
れー・虜涸で，れtしを ‘’ 
～ま島遺ほ｛たっ·て｀さ．｀ヽ
でか跡；祠麿て、●薗‘を．．
の！ら出し文ぁ国宝’..... 

トニの」こ時委ー宝にぇ高
二出＇品代＇：一統め
万土な 括合；る . 
点品｀ど．iぷ,.今指·さァも、•-·..
ｷｷｷｷｷ:ｷｷｷｷｷｷｷｷｷ;ｷ:ｷ'ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ:ｷｷ::...............................' . • ■金銅製香炉
実備跡晩‘題う、い•..

1 共を出代ごで~ヽ 0 -_ . .  l'‘` 

に受土 S のあ引内｀ • 

·塁ー｝：｀葛茶、鷹を 1贔繁ー・-,亀ー，ょ ～く
i,:、厚‘｀ ●悶塁．會｀i．胃ク—·- 1 ; 

..—た｀晶、が罪ー・ ヤし‘: `‘; :’’ 

、各の学期括． I る将 :. 
＞価術‘立に指、 こ来．＇・
兄値的．沖定・と公一＾

ヽ會ち畠晶ぶ岳｀竺易．．9 令―`.. •‘ 
当さし祭＂、後き• .. 鼻., • 

社がい祀．古，．のる、•.. 
識名評‘遺‘墳、一：課よ・lo
............................................................................. 々デ｝／「

‘‘ 
、--

會

•
ア
▲
．

I．
ぃ
．
＇
一
、
‘
.
.

.

.

.

.

.

 

E

t

.

-

.

f

i

.

 

羞
」
と
称
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
●
●
●
ク
”
ー

·
9
]
'

乙
ご
れ
に
併
せ
て
、
こ
れ
、
ま
笈
重
凜
文
化
眈
で
ば
な
く
、
約
一
，

0

近
点
に
な
る
こ
と
も
判
：
負
」
屈
i
神
宝
の
保
管
に
万
全
を
期
す
よ

メ
，
当
大
社
で
は
、
·
平
成
十
三
年
に
耐
火
金
庫
ぺ

I
伝
宗
像
大
社
沖
津
宮
祭
祀
遺
跡
出
土
品
」
、
、
文
明
し
た
。
当
大
社
は
、
本
調
査
で
確
認
し
た
i
う
●
一
，
層
気
を
引
き
締
め
、
・
神
徳
の
発
揚
、

F

ヽ
•
J

`
`
-
9

．
＾
参
｀
／
｀
»
｀
·

か
ら
未
指
定
出
王
品
二
三
六
点
が
見
．
つ
1

，
の
指
定
に
留
ま
ら
て
い
た
金
銅
製
百
機
ヽ
香
、
数
字
を
最
も
正
確
な
も
の
と
結
論
付
け
、
今
文
‘
化
の
啓
発
に
つ
な
が
る
よ
う
尽
力
じ
て

“»‘ 

.
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．
t

4
.

J
.

か
で
こ
と
食
機
栢
文
化
庁
や
県
教
育
炉
状
品
な
ど
、
学
術
調
査
以
前
に
子
時
発
見
｀
：
後
ぱ
数
字
の
修
正
を
周
知
す
る
―

}
0に
し
．
い
き
た
い
。
．

委
員
訳
収
蔵
品
の
整
愈
調
査
を
始
め
た
。
．
さ
魯
辺
津
宮
入
濯
ぶ
て
い
そ
伝
世

9
で
い
る
。
ま
だ
‘
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
土
品
最
後
に
、
こ
の
度
の
一
•
‘
括
指
定
に
お
い
て

五
年
に
及
ぶ
調
査
の
結
果
、
古
墳
時
代
y
平[
I叩
四
酋
点
も
、
確
実
た
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
の
細
か
な
内
訳
も
確
認
で
き
た
。
こ
丸
ら
は
こ
指
導
、
こ
協
力
を
賜
っ
た
皆
槌
芳
に
、
心
―

一

` 

餃
時
代
初
期
の
祭
祀
遺
跡
出
土
品
の
総
激

N
出
土
で
あ
り
．
、
国
宝
指
定
の
学
術
調
査
出
土
沖
ノ
島
祭
硼
に
つ
い
ズ
学
術
的
検
討
｀
を
加
〖
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

が
約
八
ガ
点
に
上
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
い
」
．
品
に
は
無
い
希
有
な
も
の
を
含
み
●
沖
ノ
直
四
．
ぞ
え
る
上
で
、
重
要
な
も
の
と
な
る
に
違
い
な
．

9
‘
.

ど
・
了

ま
た
、
こ
グ
の
う
ち
約
二
万
九
千
点
が
未
指
定
，
．
．
．
．
ヽ
．
．
．
綸
．
．
．
“
]
．
．
9

．

1

当
社
で
は
、
今
秋
に
、
沖
ノ
島
神
宝
の
一

品
で
あ
る
．
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、
国
宝
へ
：
．
‘
•
9
9
.
'
ヽ

... 

9

，
]
.
-
,
'
•
,
«
.
i
、
`
．
｝

.. 

括
国
宝
記
念
と
し
た
特
別
展
を
開
催
す

`~i

:N 

.

.
 喝
：
，

.. 

る
予
定
で
す
。
詳
細
は
改
め
て
、
本
誌
に

て
こ
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
見

の
逍
加
指
定
が
な
さ
れ
だ
の
で
あ
る
。
」
．

ゴ
『9
‘

｀
．
逃
し
な
く
！
．
じ

. 

『
'
'
「

n

」

L
r
,
←
」

r... 

`. 
` 

．
．
、

• ^ 
ヽ／

一一9 、
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大
祭
当
日
、
幾
分
風
は
治
ま
っ
一
玄
界
灘
の
荒
波
の
中
、
船
に
揺
]
行
代
表
者
が
玉
串
を
捧
げ
て
、
敬

た
も
の
の
、
早
朝
よ
り
激
し
く
雨
~
ら
れ
る
こ
と
約
二
時
間
で
沖
ノ
島

□
虔
な
祈
り
の
中
祭
典
は
滞
り
な
く

一
に
到
着
、
神
の
島
は
霧
に
包
ま
れ
‘
]
終
了
し
た
。

渡
島
参
拝
・
全
貌
を
拝
す
る
こ
と
は
で
き
な
が
そ
の
後
、
波
止
場
で
沖
・
中
両
宮

が
降
り
始
め
た
。
渡
島
は
、
海
上
も
．
っ
た
が
、
そ
の
姿
は
神
秘
的
で
幽
奉
賛
会
、
同
翼
賛
会
の
皆
様
に
よ

波
高
二
、
五
ー
三

m
と
依
然
時
化
一
玄
さ
を
た
た
え
て
い
た
。
一
り
調
理
さ
れ
た
刺
身
、
煮
魚
、
そ
の

の
状
態
が
続
く
が
、
日
本
海
海
戦
上
陸
後
、
参
拝
者
全
員
直
ち
に
｛
煮
汁
で
食
べ
る
ソ
ー
メ
ン
に
一
同

百
一
年
目
の
今
年
、
こ
の
祭
事
を
]
暉
中
に
て
楔
を
行
い
、
心
身
共
に
．
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
神
の
島
の

永
世
に
亘
り
継
承
す
べ
く
新
し
い
i
清
め
‘
沖
津
宮
御
祭
神
「
田
心
姫
神
」
―
一
時
を
過
こ
し
た
。

節
目
の
年
で
あ
る
と
、
漁
業
関
係
一
の
鎮
ま
る
御
本
殿
へ
と
原
生
林
の
一
正
午
、
参
拝
者
は
各
船
に
乗
り

者
と
協
議
の
上
、
宮
司
の
英
断
に
i
生
い
茂
る
参
道
を
進
ん
だ
。
：
込
み
、
沖
ノ
島
を
出
港
、
午
後
二
時

よ
り
出
港
が
決
定
さ
れ
た

0

i
午
前
十
時
、
沖
津
宮
現
地
大
祭
]
過
ぎ
に
は
、
全
船
大
島
に
到
着
、
参

午
前
六
時
半
、
大
島
渡
船
「
し
お
斎
行
。
御
神
前
に
は
全
国
各
地
の
拝
者
は
そ
の
場
で
解
散
と
な
り
、

か
ぜ
」
を
皮
切
り
に
大
島
漁
協
所
」
参
拝
者
か
ら
の
御
神
酒
・
奉
献
品

]
U
れ
ぞ
れ
帰
路
に
つ
い
た
。

属
漁
船
沖
一
丸
、
第
三
沖
栄
丸
、
海
~
が
お
供
え
さ
れ
、
神
島
宮
司
が
国
~
一
方
、
沖
ノ
島
に
渡
島
出
来
な

栄
丸
、
第
七
春
日
丸
、
第
八
宮
地
丸
、
一
家
・
皇
室
の
安
泰
、
そ
し
て
日
本
一
い
女
性
・
子
供
は
、
大
島
の
沖
津
宮

第
十
一
宮
地
丸
、
海
上
タ
ク
シ
ー
．
海
々
戦
で
命
を
か
け
て
戦
っ
た
日
．
遥
拝
所
で
の
祭
典
に
参
列
し
、
遥

宝
栄
丸
は
続
々
と
大
島
湊
を
出
港
｛
蹄
両
国
の
兵
士
の
慰
霊
•
世
界
平
：
か
沖
ノ
島
に
祈
り
を
捧
げ
た
。

し
た
。
一
和
を
祈
る
祝
詞
を
奏
上
。
次
々
に
一

初
夏
の
潮
香
る
五
月
二
十
七
」
祭
に
参
列
し
、
無
事
渡
島
を
祈
念
i

日
、
年
に
一
度
一
般
参
拝
者
の
渡
·
さ
れ
た
。
祭
典
終
了
後
、
神
島
宮
司
i

島
が
許
さ
れ
る
沖
津
宮
現
地
大
祭
：
よ
り
明
日
の
大
祭
斎
行
の
意
義
、
一

が
斎
行
さ
れ
た
。
」
葦
津
禰
宜
よ
り
渡
航
に
際
し
て
の
一

三
月
下
旬
よ
り
、
全
国
か
ら
申
｛
総
括
説
明
が
な
さ
れ
、
次
に
参
拝
一

し
込
み
を
さ
れ
た
方
々
の
中
か
」
者
は
十
班
に
分
か
れ
、
担
当
神
職
[

ら
、
厳
正
に
抽
選
し
選
ば
れ
た
約
：
よ
り
諸
注
意
が
行
わ
れ
一
同
解
散
]

ニ
ニ
0
名
の
参
拝
者
は
、
前
日
の
：
し
た
。
こ
の
日
は
風
が
強
く
、
海
上
一

二
十
六
日
に
筑
前
大
島
に
渡
島
。
：
も
波
が
高
い
悪
天
候
で
あ
っ
た
一

同
島
の
中
津
宮
社
務
所
で
受
付
を
．
為
、
明
日
の
渡
島
を
一
同
心
配
し
i

済
ま
せ
、
午
後
六
時
か
ら
中
津
宮
―
つ
つ
、
各
自
大
島
の
宿
泊
施
設
に
i

に
お
い
て
沖
津
宮
渡
島
安
全
祈
願
参
籠
し
た
。
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[
/
]
]
譴
直
夏
三
ニ

こ
の
研
修
は
一
・
ニ
次
で
構
成
さ
れ
、
当
大
社
に
お
け
る
研
修
は
一
次
研
修
＼
一
で
魂
が
鎮
ま
っ
て
い
く
の
が
わ
か
り
ま

の
皮
び
ら
選
抜
さ
れ
た
方
が
職
瘍
ヘ
ハ
ご
｛
一
し
た
。
（
そ
の
後
、
足
の
痺
れ
か
ら
魂
は

し
参
し
、
毎
朝
の
潔
斎
、
夜
の
｀
魂
等
』
宵
、
二
再
び
暴
れ
だ
し
、
地
獄
の
数
十
分
が
続

、
i

し
て
H
光
佐
三
氏
）
の
思
い
、
比
光
人
ヘ
は
、
i
く
の
で
す
が
・
・
・
。
）

一
＼
一
宗
像
研
修
の
あ
と
、
場
所
を
平
川
寮

日
本
分
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
貪
で
・

あ
る
）
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ヽ
、
）
へ
に
移
し
今
度
は
議
論
三
昧
の
日
々
。
役

一
割
行
動
分
析
で
自
分
の
心
の
根
底
を
見

、
「
宗
像
犬
社
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」
―
つ
め
直
し
た
時
、
一
っ
の
気
づ
き
が
あ
り

パ
ー
興
産
北
陸

□＂
販
[
[
ロ
L
t
[
]
汀
口
‘
→
い

□戸□戸

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
入
社
以
来
、
宗
像
一
じ
た
あ
の
「
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
」

大
社
を
訪
れ
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
一
「
心
の
ゆ
と
り
」
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま

あ
り
、
今
回
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
一
し
た
。

大
変
幸
運
で
し
た
。
一
十
五
日
間
の
研
修
を
終
え
、
金
沢
に

喧
騒
を
離
れ
て
の
研
修
は
、
白
衣
、
白
]
戻
っ
て
き
て
、
職
場
復
帰
し
ま
す
。
宗

袴
、
足
袋
を
身
に
着
け
、
潔
斎
、
朝
拝
、
鎮
一
像
大
社
の
鎮
魂
で
感
じ
た
「
心
の
ゆ
と

魂
と
い
っ
た
儀
式
を
通
じ
て
神
様
と
向
一
り
」
、
こ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
た
い
も

き
合
う
と
い
っ
た
、
崇
高
で
ま
さ
に
非
日
一
の
で
す
。

‘
、
’

常
の
世
界
で
し
た
。
一
方
、
随
所
で
店
主-
9「
宗
像
大
社
研
修
を
終
え
て
」

汀
]
[
口
]
『
し
甲
『
の
一
端
に
／
八
ー
海
道
製
油
所
奥
[
J

今
回
の
参
加
メ
ン
パ
ー
の
誰
も
が
そ
一
は
じ
め
て
宗
像
大
社
を
見
て
大
変
大

う
で
あ
る
よ
う
に
、
最
も
印
象
に
残
っ
た
i
き
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
店
主
が
大
事

出
来
事
は
、
辺
津
宮
拝
殿
と
高
宮
祭
場
]
に
し
て
い
た
宗
像
大
社
に
つ
い
て
、
よ
り

で
の
鎮
魂
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
一
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
文
、

う
。
板
間
や
玉
砂
利
で
の
悠
に
三0
分
一
神
拝
作
法
や
鎮
魂
な
ど
を
教
わ
り
、
実津い沖 れの国 締厳高 心辺大待 9 ざにては なの時を間 ま行

] [ l il ;i曇t0,[9 ！雇：、 9 ［[Ii ［て息［忍＇つ羹 9l 喜日｝て喜き残遥中と畠目塁fこめま朝でと芸且悶石塁合 ：贔ぶ；皇怠お［畠互 I 
喜言［言 畠しし□ こ るで、 9、［ ［呈ょ百や田産え ばゞ私で、 9 出げ包だ忍冑 ; 
んがさ参 さ古数 の様らf-;ばしのあ 管て と達とたしそ私普のく が
でらせ に代々 引々夜 ヵ、た方り、路理ー うの思こたぅは段体板 で
し沖て坪 触人の きなの り力：が期彦課 こ、為つと。に足長験の き

送 □9 手だ匠よ最合皐弯苫と品八
言門げ塁唇貴万店ね巌仁岱
有のま大なを社は合雰怠’
難言し社り←は朝ま気知で
つ葉たのま丘湛坪し持れい
ざさ本々がな又鎮たちまる
いせ所に、いま魂なをせ方
まて感は神 Ik に最中ん且
しいを大島ょ。おも心
たたも変宮—あけ印に あ
だちお司。のる象書 る
きま世は 痛正深か い
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平
成
十
八
年
度
、

＿
宗
像
大
社
氏
｀
子
青
年
会
総
会
開
値

... 

疇

嶺保成新副会長 戸波真也新副会長 小林栄二新会長

り
数
度
の
役
員
会
を
重

ね
、
十
月
三
日
に
は
秋

季
大
祭
高
宮
神
奈
備
祭

歴
い
[
[
汀
日
t
i
ロ

□
日
□
碍
い
心

氏
子
青
年
会
定
例
総
会
が
開
催
さ
一
に
会
の
方
向
性
が
決
定
さ
れ
て
い

れ
た
。
一
っ
た
。

昨
年
三
月
二
十
七
日
、
設
立
総
―
当
日
の
総
会
に
お
い
て
、
役
員
改

会
が
開
催
さ
れ
て
よ
り
当
初
三
十
一
選
が
行
わ
れ
以
下
の
通
り
変
更
と

五
名
で
あ
っ
た
会
員
も
一
年
を
経
一
な
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
こ
紹

て
四
十
四
名
に
増
加
し
た
。
昨
年
一
介
い
た
し
ま
す
。

中
は
発
会
初
年
度
と
い
う
事
も
あ
一

平成十七年度役員

会長 吉武邦彦

副会長 久田龍幸
副会長 小林栄二

監事 磯部輝美

監事 吉武倫彦

相談役 吉井英海

理事 戸波真也

理事 吉原賢治

理事 嶺 保成

理事 田中郁三

理事 中野和久

平成十八年度役員

会長 小林栄二

副会長 嶺 保成

副会長 戸波真也
監事 磯部輝美

監事 吉武倫彦

相談役 吉井英海

相談役 吉武邦彦

理事 吉原賢治

理事 田中郁三

理事 中野和久

理事 中山博之

理事 吉武大作

«
'
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
一
永
監
事
さ
ん
よ
り
、
本
年
度
を
以
ち
役

平
成
十
八
年
度
｛
．

一
第
―
回
宗
像
大
滋
祭
、
会
総
代
総
会
圃
嘩
を
[
]
戸

□い
[
[□
□
□
[
』□い
戸
ら
い
[
[

月
晴
れ
の
五
月
十
八
日
、
清
一
審
議
に
入
り
、
事
務
局
よ
り
平
成
十
七
一
か
ら
選
出
さ
れ
た
と
の
報
告
を
事
務

匝
明
殿
で
本
年
度
第
一
回
目
の
一
年
度
氏
子
会
事
業
・
決
算
報
告
並
び
一
局
よ
り
行
い
、
総
会
に
て
承
認
さ
れ
た
。

宗
像
大
社
氏
子
会
総
代
総
会
が
開
催
一
に
、
古
屋
敷
監
事
よ
り
決
算
監
査
報
告
一
次
に
、
氏
子
会
費
取
り
纏
め
依
頼
の

さ
れ
た
。
一
が
行
わ
れ
、
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
一
件
、
六
月
の
氏
子
会
研
修
旅
行
参
加
申

開
会
に
先
立
ち
本
殿
に
て
正
式
参
一
次
に
平
成
十
八
年
度
氏
子
会
事
業
計
一
し
込
み
の
件
等
事
務
局
よ
り
説
明
を

拝
が
行
わ
れ
、
終
了
後
会
場
を
清
明
殿
i
画
案
・
予
算
案
の
説
明
が
事
務
局
よ
り
一
行
い
、
各
総
代
へ
協
力
を
お
願
い
し
た
。

に
移
し
、
佐
藤
副
会
長
の
開
式
に
よ
り
一
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も
全
会
一
致
で
承
認
一
最
後
に
本
年
度
よ
り
総
代
・
評
議
員

開
会
と
な
っ
た
。
一
さ
れ
た
。
一
を
新
た
に
就
任
頂
く
方
へ
の
委
嘱
状
伝

今
回
来
賓
挨
拶
と
し
て
、
衆
議
院
議
一
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
就
任
い
た
だ
い
こ
逹
式
が
行
わ
れ
、
該
当
者
を
代
表
し
宗

員
渡
辺
具
能
氏
秘
書
の
佐
伯
様
よ
り
一
て
い
た
津
屋
崎
地
区
よ
り
選
出
の
吉
こ
偲
市
五
月
ヶ
丘
の
吉
田
秀
実
評
議
員

さ
ん
に
宮
司
よ
り
委
嘱
状
が
渡

さ
れ
、
城
野
副
会
長
の
閉
式
に
て

氏
子
会
総
会
は
終
了
し
た
。

本
年
度
よ
り
新
た
に
就
任
頂

い
た
、
総
代
・
評
議
員
さ
ん
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
大

社
の
諸
行
事
・
祭
典
等
へ
の
こ
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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れ海の
た魚鐘六
゜ま崎月
つ神三
り湊四
がの日
本漁の
年港両
もで日

一開筑宗
催前像
さ玄市
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に をほう頂べり、曇しの指でベイにと捕みべ漁場きうのでる業十な
恵両語しこいる ‘奥導ぁるなさ保つどン港しま テ九実今年海こ
ま日ついとてこさ際主様はっとどば護たり卜で‘すか 1 回行ホにのの
れとな←をいとばに催方地たいにき者魚大ーのメ，んマ目委 □ 槌幸催
、も と感るでい魚者が元。うし、がをム魚看イ↓てはの員光冗をし
両好 狙じと命てを側担漁調試てフ実子きつ板こtさ元開会 の P は
会天 いていを食取は当師理み食ラ際供でかイ繭たば 催が雙鐘 R 、

＇歪蜘翠蕊知~.,. -·~. i塁竺：：［予：日
一 る画いの。、で像めの多（： 鐘がた名今今つ両平豊
崎登だも年年＜漁成か
ｷ..., ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ •· ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷｷ ·• ｷ ｷ ｷ ｷｷｷ ｷ ｷ ｷｷ ｷ --" " " • • • -

るこ た場者のきの場
盛の宗゜者側催二他共
り属像 はのし地のに
上ま市 三発も引云大
が の 万表大きれ変
り了海 人に盛網ぁな
に←と とよ況体ぃ人
期の魚 いるで験食出
待今を うとあ'--
し後 P 事今り等堂と
たの R で年‘々三含
り更す あの主恒餅、
なる つ来催例撒そ
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｀
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9
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9
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五
月
二
十
一
日
（
日
）
午
前
十
時
、

台
湾
総
統
府
国
策
顧
問
、
J
E
T

日

本
語
学
校
理
事
長
で
評
論
家
の
金

美
齢
先
生
が
御
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
「
今
、
日
本
を
考
え
る
」
と

題
し
て
、
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
を
会
場

に
む
な
か
た
市
民
大
学
・
ゆ
め
お
り

主
催
の
講
演
会
の
合
間
を
縫
っ
て

い
汀□
汀
讐

言
二]
1→

い
て
神
宝
館
を
拝
観
‘
―
―

.
3
-

沖
ノ
島
の
古
代
祭
祀
一

の
説
明
に
興
味
深

聞
き
入
ら
れ
て
い
ま
―
―

し
た
。

先
生
は
、
昭
和
三
十

四
年
に
訪
日
さ
れ
、
早
ー

稲
田
大
学
・
同
大
学
院

に
御
留
学
、
在
学
中
よ

り
日
本
で
台
湾
独
立
·
~

運
動
の
指
導
を
し
て

来
ら
れ
ま
し
た
。
日
本

の
文
化
に
造
詣
が
深

く
、
日
台
両
国
友
好
の

掛
け
橋
と
し
て
陳
水

帥
先

二
扁
総
統
か
ら
の
厚
い
信
頼
も
受
け

一
て
い
ま
す
。
『
大
中
華
主
義
は
ア
ジ

]
ア
を
幸
福
に
し
な
い
』
等
の
著
作
や

こ
ア
レ
ビ
に
も
多
く
出
演
さ
れ
、
日
本

一
で
今
一
番
有
名
な
台
湾
人
で
す
。

一
先
生
の
御
活
躍
と
御
健
勝
を
心

一
よ
り
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

御
参
拝
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周
防
大
島
は
、
は
じ
め
て
の
地
で
あ
っ

た
が
、
何
か
宮
本
常
一
の
温
い
目
ざ
し
の

よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
島
で
あ
っ

た
。 （続）

205 

い
し
い
た
だ
し

場 日

恒
例
の
夏
越
祭
が
近
付
い
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
、

大
祓
神
事
を
中
心
に
行
わ
れ
、
夏
季
に
流
行
す
る
悪
疫
を
除
去

し
、
皆
様
方
の
心
身
の
罪
・
織
を
人
形
に
託
し
て
祓
い
除
き
、
清
々

し
い
気
持
ち
で
、
毎
日
を
無
事
に
過
f
J
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
祈

り
を
込
め
た
神
事
で
f
J
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
左
記
の
通
り
斎
行
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
御
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

氏
子
・
崇
敬
者

時七
月
三
十
一
日

午
後
五
時
ー

所大
祓
神
事
引
き
続
き

夏
越
祭
斎
行

宗
像
大
社

各
位

~
い
う
「
人
為
的
な
事
故
」
を
あ
げ
消
去
法
一
写
真
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
売
店
に
は
陸
奥

一
で
「
人
為
的
な
事
故
」
が
残
っ
た
。
日
本
一
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
図
録
は
一
切
販
売

一
海
軍
の
爆
沈
は
、
明
治
三
八
年
日
本
海
i
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
館
の
横

履
の
旗
艦
三
笠
か
ら
は
じ
ま
り
、
大
正
に
あ
る
公
園
に
、
一
四

C
m砲

」
七
年
の
戦
艦
河
内
の
六
艦
に
及
ん
で
い
i
や
ス
ク
リ
ュ
ー

ー
る
。
そ
れ
ら
は
人
為
的
な
事
故
が
絡
ん
i
が
展
示
さ
れ

⇒

一
生
の
時
に
、
戦
記
物
で
は
じ
め
て
知
っ
た
。
が
、
後
方
に
な
び
く
よ
う
に
曲
っ
て
い
た
。
で
い
た
。
海
軍
の
主
力
中
の
主
力
と
し
て
て
い
た
。
吉
f

昭
和
十
八
年
と
い
え
ば
日
本
は
海
陸
陸
奥
と
い
う
国
名
は
猛
々
し
い
響
き
が
長
門
と
共
に
君
臨
し
「
米
英
の
新
式
戦
村
昭
は
「
軍
艦
は
，

と
も
に
苦
戦
し
て
い
た
。
＋
七
年
六
月
に
あ
る
。
勇
壮
な
印
象
を
与
え
る
し
艦
姿
艦
に
対
し
て
充
分
対
抗
で
き
る
も
の
と
多
種
多
様
の
人

奥

は
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
で
の
惨
敗
、
十
八
年
四
も
恰
好
よ
く
、
雑
誌
や
教
科
書
に
も
紹
＿
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
」
（
日
本
軍
艦
百
ー
間
を
つ
め
こ
ん
だ
容

艦

島
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
み
ず
の
一
月
に
は
山
本
五
十
六
連
合
艦
隊
司
令
長
介
さ
れ
、
同
型
艦
の
長
門
と
共
に
人
気
ー
選
）
そ
の
海
軍
の
エ
ー
ス
が
あ
っ
け
な
く
~
器
で
あ
る
こ
と
を
（
中
略
）
陸

出
版
の
柳
原
一
徳
氏
は
「
こ
こ
に
戦
艦
官
の
戦
死
・
・
・
。
が
あ
っ
た
。
「
陸
奥
と
長
門
は
日
本
の
誇
瞬
時
に
爆
沈
し
た
の
に
、
海
軍
首
脳
部
実
感
と
し
て
感
じ
と
っ
た
。
q

陸
奥
の
記
念
館
が
あ
る
の
で
寄
っ
て
み
戦
艦
陸
奥
は
、
大
正
十
年
十
一
月
の
り
」
と
カ
ル
タ
に
も
う
た
わ
れ
た
と
い
う
。
は
驚
愕
し
た
の
で
あ
る
。
組
織
、
兵
器
の
根
底
に
人
i

ま
せ
ん
か
」
と
誇
わ
れ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
会
議
が
開
か
れ
る
前
碇
泊
中
の
突
然
の
大
爆
発
、
瞬
時
の
＿
陸
奥
記
念
館
に
入
っ
た
。
引
き
揚
げ
間
が
び
そ
ん
で
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
」

昭
和
十
八
年
六
月
八
日
正
午
頃
周
i
に
完
成
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
未
成
艦
一
轟
沈
、
爆
沈
時
は
濃
霧
が
内
海
を
厚
く
·
ら
れ
た
遺
品
の
数
々
、
陸
奥
の
模
型
や
ー
と
同
書
お
わ
り
で
述
べ
て
い
る
。

防
大
島
の
沖
、
柱
島
付
近
に
碇
泊
中
の
一
と
し
て
廃
艦
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
突
i
お
お
い
、
大
爆
発
音
と
黒
煙
が
た
っ
た
も
一

陸
奥
が
突
然
大
爆
発
し
、
瞬
時
に
沈
没
一
貫
工
事
で
建
艦
が
行
わ
れ
、
十
月
に
竣
の
の
、
多
く
の
人
々
に
目
撃
さ
れ
る
こ
と
―

し
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
大
事
件
が
戦
争
工
に
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
た
。
碁
準
排
水
量
三
は
な
か
っ
た
。
海
軍
は
徹
底
的
に
極
秘
を

中
に
あ
っ
た
の
は
知
ら
な
か
っ
た
。
高
校
九
、0
五
0
t
、
全
長
ニ
ニ
四
・
九m
、
幅
」
貝
き
、
周
辺
の
島
や
沿
岸
の
立
入
り
を
一

三
四
・
六
m
、
速
一
厳
禁
し
、
遺
骸
は
焼
却
、
漂
着
物
の
回
収
一

カ
ニ
五
k
t
、
備
一
を
徹
底
し
て
行
い
、
秘
匿
し
た
。
一

砲
四

o
e
m八
一
乗
員
一
四
七
四
名
、
生
存
者
三
五
―
―
―


門
、
一
四
e
m砲
―
名
で
あ
っ
た
。
生
存
者
は
外
部
と
の
接
触
―

一
八
門
、
水
上
一
が
禁
じ
ら
れ
、
太
平
洋
の
最
前
線
に
送
一

偵
察
機
三
機
を
一
ら
れ
、
終
戦
で
帰
還
し
た
の
は
六0名
一

搭
載
、
改
装
を
一
で
あ
っ
た
。

重
ね
な
が
ら
、
一
原
因
は
一
体
何
か
、
「
陸
奥
爆
沈
」
一

煙
突
を
誘
導
煙
一
（
吉
村
昭
）
は
当
時
の
資
料
や
聞
き
と
一

突
と
し
た
。
従
一
り
調
査
を
検
証
し
て
い
る
。
①
砲
弾
（
式
一

来
の
艦
が
直
立
一
弾
）
の
自
然
発
火
②
米
軍
に
よ
る
雷
撃
一

型
で
あ
っ
た
の
i
③
ス
パ
イ
の
謀
略
④
爆
薬
庫
の
放
火
と
i

かたしろ

宗像大社形代について
当大社では、古く一千数百年前から、交通安全や身体安全を祈って様々な人
形・馬形・船形などがお供えされております。このことは、宗像大社が道主貴（あ
らゆる道に通じる最高神）として多くの人々から篤い崇敬を受けている永い歴
史を物語るものであります。
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宗
像
市
鐘
崎
安
永
久
子

此
の
幾
日
黄
砂
ま
と
も
に
吹
き
す
さ
び
拉
致
さ
れ
し
こ
と
島
も
消
え
た
り

百
一
年
々
激
し
く
な
る
黄
砂
に
対
す
る
嘆
き
、
下
句
の
比
喩
が
お
手
柄
。

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

夜
勤
明
け
休
む
い
と
ま
も
な
き
ま
ま
に
食
事
す
ま
し
て
し
こ
と
に
い
づ
る

園
t
M
パ
覧
汀
〗

□さ
、
結
句
「
野
良
に
い
で
ゆ
く
」
な
ど
仕
事
の
内
容
が
判
る

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

ど
く
だ
み
の
白
き
小
花
も
待
ち
遠
し
春
花
終
り
し
わ
が
狭
庭
辺
に

回
広
鱈[
Oもい
い
が
、
二
旬
か
ら
三
句
「
小
花
を
待
ち
て
を
り
」
と
押
え
た
表

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

孫
の
な
き
わ
れ
ら
夫
婦
の
遺
伝
子
も
こ
れ
で
終
り
か
お
茶
す
す
り
あ
ふ

＿
評
一
少
子
化
日
本
の
と
あ
る
家
庭
の
嘆
き
、
共
感
者
も
多
い
だ
ろ
う
。

福
津
市
中
央
中
村
勇

食
事
後
は
デ
ザ
ー
ト
の
こ
と
薬
飲
む
妻
と
も
ど
も
の
こ
の
一

1一
年
間

百
一
夫
婦
共
に
あ
る
こ
と
の
幸
せ
。
薬
の
種
類
、
時
間
を
間
違
ぬ
よ
う
し
て
下
さ
い
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

五
百
年
を
や
し
ろ
守
り
き
し
と
ふ
楢
に
生
び
積
も
り
た
る
苔
あ
を
あ
を
し

o
o四句
や
や
言
い
過
ぎ
か
。

宗
像
市
大
井
木
原
ふ
さ
子

里
川
の
浅
瀬
の
あ
た
り
動
く
も
の
掌
よ
り
も
太
き
草
亀

＿
評
一
「
動
く
も
の
」
に
作
者
の
一
瞬
の
驚
き
が
出
て
い
て
い
い
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

ぁ

脳
内
の
引
出
し
開
か
ず
今
し
が
た
置
き
た
る
物
の
あ
り
か
忘
れ
ぬ

oo 一
社
歌
会
詠
革

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

回
―
二
句
の
比
喩
抜
群
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

干
潟
な
る
水
の
流
れ
は
細
々
と
夜
明
け
の
蒼
き
明
か
り
を
帯
び
る

＿
評
一
繊
細
な
感
覚
ゆ
え
の
一
首
。
そ
れ
だ
け
に
初
句
の
「
な
る
」
が
気
に
な
る
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

代
掻
き
の
済
み
し
水
田
に
烈
の
群
餌
を
求
め
て
舞
ひ
降
り
て
来
る

o
oはじ
ま
る
農
作
業
へ
の
賛
歌
の
一
風
景
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子

光
り
合
ふ
若
芽
撫
づ
れ
ば
や
は
ら
か
し
春
の
息
吹
き
の
温
み
と
思
ふ

o
o春到
来
の
よ
ろ
こ
び
。

福
津
市
在
自
増
田
武
光

遠
歴
の
迫
り
て
た
ど
る
山
み
ち
に
高
々
と
咲
く
藤
を
こ
と
ほ
ぐ

回
還
歴
自
祝
の
う
た
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

日
も
す
が
ら
降
る
雨
砥
し
と
吾
ゐ
る
に
柿
の
若
策
は
は
し
ゃ
ぎ
て
揺
る
る

＿
評
一
老
と
若
と
の
対
比
を
柿
の
若
葉
を
通
し
て
描
き
出
し
佳
作
。

宗
像
市
ぴ
か
り
ヶ
丘
清
水
亜
矢
子

朝
日
あ
び
岩
に
の
ぼ
れ
る
亀
達
を
か
げ
か
ら
そ
っ
と
日
々
見
守
る
も

回
5`賃
見
守
る
作
者
の
優
し
い
気
持
が
伝
わ
っ
て
く
る
、
素
直
な
一
首

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

車
椅
子
に
の
り
ゐ
る
ま
ま
で
時
忘
れ
ピ
ア
ノ
に
合
せ
童
謡
う
た
ふ

o
o入院
生
活
の
な
か
の
ひ
と
と
き
の
よ
ろ
こ
ぴ
゜

宗
像
市
日
の
里
白
土
千
早

夕
暮
時
赤
ち
ょ
う
ち
ん
に
煙
ゆ
れ
わ
が
世
の
続
き
熱
く
燃
え
つ
き
ぬ

一
評
~
一
上
句
の
状
景
は
面
白
い
の
だ
が
下
旬
は
観
念
的
で
判
り
づ
ら
く
残
念
。

四
体光丹
礼のの
賛さ花
のしび
象入ら
徴るき
と川た
しにり
もく家
年ろ系
老き図
い影は
し鯉幼
ムとく

ジを讐
は力‘し
緑め
に歩＄
陰ぜみの
をを名
描返多
けすし
り

Lゞ

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

急
さ
れ
て
急
が
ぬ
石
の
風
車

宗
像
市
光
岡
井
上
嘉
治

や
や

肩
車
嬰
兒
の
頬
染
む
下
が
り
藤

福
津
市
在
自
増
田
武
光

金
毘
羅
は
鰐
の
神
さ
ま
春
祭

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

老
鴬
や
山
な
す
護
摩
木
崩
る
な
し

雲
市
束
郷
宗
風
社
俳
句
会
吉
武
湧
泉

咲
く
花
も
散
り
ゆ
く
花
も
風
情
あ
り

霜
市
東
郷
宗
風
揺
句
会
吉
田
杏
子

と
り
ど
り
の
彩
に
牡
丹
の
咲
き
揃
ふ

宗
像
市
束
郷
宗
風
社
俳
句
会
三
浦
美
千
代

ふ
く
ろ
う
に
お
ぴ
え
た
る
日
の
な
つ
か
し
き

醤
市
東
郷
宗
風
社
琲
句
会
田
中
雨
葉

老
鶯
や
頻
り
に
荒
き
樵
る
音

霜
市
東
郷
宗
風
社
俳
句
会
木
原
房
子

日
を
追
ふ
て
白
さ
増
し
ゅ
＜
大
手
毬

日
本
残
念
で
し
た
。

仁
何
よ
リ

F

組
の
勝

敗
結
果
が
事
前
に
機
械
が
予
想
し
た
通
リ
の
結
末

だ
っ
た
こ
と
が
と
て
も
残
念
で
し
た
。
評
価
に
値
す

る
の
は
、
キ
ー
パ
ー
川
口
選
手
の
孤
軍
富
闘
と
、
中

田
（
英
）
選
手
の
試
合
分
析
だ
け
で
し
た
マ
采
配
が

悪
い
、FK
・
決
定
的
場
面
で
決
め
ら
れ
な
い
：
·
·

日
本
中
が
そ
れ
ぞ
れ
に
思
っ
た
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、

敗
因
は
た
だ
―
つ
、
「
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
歴
史
が
ま

だ
浅
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
▼
平
素
は
野
球
で
、

サ
ッ
カ
ー
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
し
か
見
な
い
、
に
わ

か
フ
ァ
ン
で
す
が
、
「
柔
能
＜
剛
を
制
す
」
と
い
っ
た

日
本
の
サ
ム
ラ
イ
サ
ッ
カ
ー
を
は
や
く
自
に
し
た

い
も
の
で
す
。
そ
れ
が
四
年
後
な
の
か
、
ハ
年
後
な

の
か
、
も
し
か
し
た
ら
同
年
の
中
田
（
英
）
選
手
が

監
肇
を
し
て
い
る
頃
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

(
M
.
o
)
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